
ハンドルバーを握り、転倒に気をつけて運
動できる姿勢をとってください。
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初期画面で「スタート」ボタンを押すと、
3 カウント後に運動を開始します。
ペダルを漕ぎ続けないと一時停止となり、
設定時間を超えるとリセットされますので
ご注意ください。

運動しながら、ハンドルバーのレベルボタ
ンまたは運動画面のレベルボタンで「負荷
レベル」を調節します。

4 運動を終了するときは画面右下のストップ
ボタンまたは画面左下のクールダウンボタ
ンを押して終了します。
運動後の疲労を軽減させるために、クール
ダウンを行ってから終了することをお勧め
します。

ディスプレイの使い方　アップライトバイク用

スタートボタン 初期画面

ホーム画面

ハンドルバー

本製品は、箱から出して組み立てて電源コードを接続すれば、すぐに運動を始められます。

6 スタートボタンを押して運動を開始してください。

○心拍数センサーついて

4 ハンドルバーを握りながらシートに座ります。

5 ペダルに足をかけペダルストラップを調節します。

7 運動しながらアップ/ダウンボタンでお好み
の負荷に調節します。
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3 シートの位置を調節します。
足を最大限に伸ばした位置でひざが伸びき
らない程度に調節してください。
（本製品の横に立ったときシートが腰の位置
にくる高さを目安としてください）

○心拍数センサーついて
本製品には、心拍数をセンサーで計測する、心拍
数センサーが付いています。心拍数センサーを両手
で握ると、自動で現在の心拍数がディスプレイに表
示されます。

※ 表示される心拍数
は、目安として活
用してください。

7 運動しながらアップ/ダウンボタンでお好み
の負荷に調節します。
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開始画面

ホーム画面

画面の下部に表示されるワークアウト統計を変更します。

アプリを使用している場合は、常にホーム画面に戻ります

音量を調整し、BLUETOOTH  機器や ANT+ 機器とペアリングします。

 強度レベル、速度、または傾斜を増減します。

キーパッドを使用して強度レベル、速度、または傾斜を設定します。 
 を押して変更を確定します。

強度レベル、速度、または傾斜を以前の設定に戻します。

ワークアウトを一時停止します。  にタッチして再開します。 
再開後に、速度、傾斜、および強度レベルはリセットされます。 
一時停止中に、  にタッチするとワークアウトは終了します。

ワークアウトの時間を増減します

クールダウンモードに入ります。クールダウンはワークアウトの強度を下 
げながら数分間続きます。この間に、身体のコンディションをゆっくりと元に戻 
すことができます。
誤って画面に触れて実行されないように、スクリーンをロックします。
再度タッチすると画面のロックが解除され、画面にタッチできます。

ファンをオンにします。ファンの速度は 3 種類あります（低、中、高）

ホーム画面

プログラムのセットアップ

注意：ワークアウトおよび機能は、モデルタイプ、コンソール構成、 
ソフトウェアバージョンによって異なります。

TOUCH

日
本

語

開始画面

ホーム画面

画面の下部に表示されるワークアウト統計を変更します。

アプリを使用している場合は、常にホーム画面に戻ります

音量を調整し、BLUETOOTH  機器や ANT+ 機器とペアリングします。

ホーム画面

プログラムのセットアップ

TOUCH

日
本

語

ホーム画面
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